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一 連合鳥取 「第 26回定期大会」を開催 ―

連合鳥取は、11月 15日 (木)、 倉吉未来中心において「第 26回定期大会Jを開催 し、2018年度の活動の総括を行うと

ともに、2019年度の運動方針 B予算、来年 4月 の統一地方選挙に向けた 7人の鳥取県議会議員選挙予定候補者の推薦を

満場一致で決定しました。

※出席者肉駅/代 議員 115人 (う ち女性 25人 口今画率 21.7%)日 特別代議員 4人 日執行部 32人 日傍聴 2人
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「クランノソコアゲ応援団 !―第4弾―」の
重点取り組み “●■●I■ !,"の凝透を図るため、
定期大会今加者全員で

`` ,     I  I'' とコールしました
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【写真上段左から】
下口祐二連合総合総務財政局長
平井伸治鳥取県知事
丸山陽―鳥取労働局長

【写真下段左から】
伊藤保国民民主党鳥取県総支部連合会代表

興治英夫立憲民主党鳥取県連合代表

湯原俊二元衆議院議員

|

※多くの祝電・
メッセージも
いただきまし
た

定 期 大 会

逮 A圏酪聯議 長 日

議長団  【左より】
後藤小百合代議員 (UAゼンセン)

野口美紀代議員  (」 P労組)

新規加盟組合あいさつ
」AM山陰・

奥山義彦暮記長
「NOKグ ループユニオン鳥取支部」
「YDKサービス労働組合」を代表
してあいさつ

退任役員あいきつ
フー ド連合・

下田倫久前執行委員

<退任役員 (大会欠席/年度途中含む)>
前執行委員 寺谷昭人 (日 教組)

″    福本和幸 (」 AM)
″    湯村謙二 (交通労連)

″    内田欣伸 (国 税労組)

各種委員長の報告  【左から】
資格審査委員長/長屋幸美執行委員
大会運営委員長/高濱加奈子執行委員
役員推薦委員長/松崎浩哉副会長
選挙管理委員長/門脇直人執行委員

新任役員

開会あいきつ
澤田陽子副会長

嫡話

主催者あいさつ

本川博孝会長

活動報告・議案提案
田中穂事務局長
吉田正副事務局長
安藤祐輝会計監査
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委員執 行

【,佐 から】

井上匡央

奥山義彦

中嶋逸公

鈴木和夫

山中征之

(日 教組 )

(」 AM)
(交通労連 )

(フ ー ド連合 )

(国税労組 )

― 報告 B運動方針へ寄せられた買疑 &ご意見 (主 旨)― (青)執行部答弁
質疑・意見を発言する代議員  【左から】

霜村卓哉代議員 (UAゼ ンセン)

江口真也代議員 (自 治労 )

棚田 厚代議員 (国 教組 )
①北朝鮮による日本人拉数問題について/霜村代議員

連合本部は「7つの絆」として「人権を守る」という観点から、あらゆる差別撤廃と「拉致問題」を運動

方針に掲げ取り組んでいる。今日も代議員として参加しているが、仲間の菅公学生服、当時の尾崎商事で働
いていた松本京子さんが米子市内で失踪し、政府から拉致被害者として認定されている。UAゼ ンセンは拉

致被害者の家族支援として街頭行動を全国で展開している。鳥取でもUAゼ ンセンヤングリープスとして県
内各地で署名活動を行つてきた。連合鳥取においても「人権問題」として、拉致問題を風化させないという

観点から運動方針に掲げ、来年度以降、具体的な活動に取り組んでいただきたい。

→ 松本京子さんは境港出身で、我々も重々実態については承知している。連合の方針に沿つて、連合鳥取

国民運動局の中で議論し、今年度から「学習会Jや 「世論喚起」など何らかの取り組みを実現したい。

②「政策実現に向けた政治活動の取り組み」について/江口代議員
差し替え提起の「国民民主党鳥取県総支部連合会、立憲民主党鳥取県連合、連合鳥取の3者で政策協定を

締結し～」について理解した。ぜひ実現し前進させていただきたい。私たちは「〇〇党だからやる」「OO
党だからできない」とはいわない。政策実現に向け、政治活動の取り組みを前進させていただきたい。

→ 今日の新聞で、中央において立憲民主党と国民民主党と連合本部が 11月 30日 に政策協定を結ぶ見込み
になつたと記事が出ている。その地方版で、我々は働く人、生活者の視点に立った政策実現をしてくれる
議員を支援していきたい。また、わかりやすくするため整理し提起した。このことにより裾野を拡げ、しつ
かりと自民党に対峙できる政治を実現できれば、我々の政策ももつと前に進んでいくと確信している。

③「メーデー」の在り方について/江口代議員
今年の流行語大賞で「ジタハラ」という言葉がノミネー トされている。「ジタハラ」の意味は「時短ハラ

スメント=時間短縮ハラスメント」だそう。私たちが「長時間労働を是正しよう」といつていたのに、使用

者が自分たちの責任を回避して「時短ができないのは労働者が悪いのだ」と置き換えて、何の手立てもなし

に「残業するな」という圧力をかけている。まつたく逆のすり替えが行われている状況の中で、私たちが労

働時間について、年に一度、明確に意識するのが「メーデー」だ。多くの市民のみなさんに、私たちが「メー

デー」を通じて訴えていけるような「メーデー」にしていただきたい。

→ 今は何でも「ハラ」がついて「ハラスメントJに なるようだ。「働き方関連の法案Jが来年4月 から施行
されるということで、「これにもお金がかかるので従業員の賃金も上げることができないJと いう使用者も
いるように聞いている。鳥取県や鳥取労働局の会議、2月 の経営者との意見交換等で「誰のための働き方改

革」かということをしっかり提言していきたいと思う。法律では主語が「労働者」となっているので、その

ことをしつかりと提起していきたい。

④「Actio■ 136」 の取り組みについて/棚田代議員

今回のスローガンの「Actioれ !36」 は「36協定」のことで、今年はこれを中心に進めていくということと

理解した。組合員の中にも「36協定って何 ?」 という人もいるのではないだろうか。「働くことにはルールが

ある」というキャッチフレーズがあったが、それの具体的なことが「86(サフ
°
ロク)」 と思っている。

「36協定」を結ぶことによつて使用者は私たちを休 日に慟かせることができる、時間外も協定を結ぶことに

よって働かせることができる。私たちが (そのことを)しっかり学んでいかなければならない。ぜひとも重点

的に取り組んでいただいて、私たち組合員が自信をもつて、「それつて本当に協定通りですか ?」 といえるよ

うに、具体的な取り組みを強化していただきたい。

→ ご意見に同感である。「メーデーの精神」の、① 8時間は働く、② 8時間は地域や家族、自分のために使

う、③ 8時間は寝る、これがまさに 「ワーク・ライフ・バランス」だと思っている。「働く」ということが

寝る時間や家族との時間を阻害して「メンタル」等の問題になってしまつているというのが現実、事実であ

る。我々組織労働者がそれを打破する取り組みをしないと誰もできない。

県内には労働組合という傘を持たない労働者が 8割以上であり、しつかりと県民にも訴えていきたいと考
えている。また、私たちは、学校の先生の働き方にも関心を持っている。19市町村、会長が先頭に立って

廻らせていただいた。引き続きの取り組みをみなさんと連携して行っていきたい。

第 19回統一地方選挙 推薦決定 !

第 3号議案「第 19回統一地方選挙への対応について」
(2019年 4月 予定)

下記の「鳥取県議会議員選挙」に下記の予定候補者を推薦するこ
とを決定しました。
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今わが国は、昭和と平成の時代が残した最大の課題とも言える、世界に例を見ないネピードで加速
する、「人口減少、超少子 。高齢化、労働力人口の減少」にどう立ち向かうかという重要な局面にあ
る。そういつた中で、連合運動が、持続可能な社会のために、すべての働く人が互いに支え合い、希
望を持って働き暮らせる社会(「働くことを軸とする安心社会」の実現がよリー層求められている。

6月 29日 に成立した働き方改革関連法は、罰則付の時間外労働の上限規制や雇用形態間における
不合理な格差の解消に向けた同一労働同一賃金の法整備がはかられたと一方、高度プロフェッショナ
ル制度という労働基準法上の労働時間規制を適用せず長時間労働、過労死等の危険性を増す可能性の
ある制度が創設されたことは、極めて遺憾である。今後私たちは、大事な内容は実効性を担保させ、
危険なものは歯止めをかけなければならない。
連合は、「Actioll!36」 と銘打つて、長時間労働の是正、過労死等ゼロを願いより良い働き方の実

現をめざし、86協定の適正化や時間を大切にした働き方・暮らし方をテーマにしたフォーラム開催、
街宣活動等を通じた世論喚起を強化していく。

私たちはこの大会で、「連合鳥取 32,000人に向けた組織拡大への加速」、「働く人・生活者の視点に
たつた政策実現」、「男女平等参画を軸とした多様性ある社会・職場の実現」等(社会変革の原勁力とし

穏鯉認銀盗魂糀ぜ毛葺空i冤罫邑客拝写f輩岳蔵島4】た云魅泳転餓騒払く議し―
その社会的役割と価値を着実に次の時代につないでいく。

いまこそ、「次の飛躍へ、確かな一歩を」踏み出そう !

提案大 会 宣 言

2018年 11月 1も 日

連合鳥取第 26固定期大会

太田裕美執行委員

(女性委員会委員長)

連合鳥取は、2020年 2月 に結成 30周年を迎える。この間、産業別全国糸口織の結集により結成され
た連合の旗のもと、「力と政策」をスローガンに「すべての働く人たちのために、社会の不条理に立
ち向かう組織」として運動を推進してきた。
その節目を前に、この大会を次の時代の連合運動を力強く切り拓いていくための契機とし、足元を

しつかりと固める期間として予ヽかなければならない。 このような中にあつても、慟く人・生活者が「主役」として一致団結することが何より重要である。
■月 18日 に施行される鳥取市議会議員選挙をはじめとする各種選挙において連合鳥取推薦候補全員の

当選をめざし、構成組織一九となって総がかりの取り組みを行うも

来年は、統一地方選挙と参議院選挙が重なる 12年に一度の極めて重要な年である。
なかなか野党の力合わせの姿がみえず、一強政治はよくないとする多数の国民世論を

ひきつける状況にはなく厳しい選挙が予想される。


